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１．2020年３月期第１四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2020年３月期第１四半期 7,339 6.7 356 12.8 474 11.3 239 △19.8 

2019年３月期第１四半期 6,881 6.7 316 73.6 426 45.2 298 44.4 
 
（注）包括利益 2020年３月期第１四半期 220 百万円 （△32.5％）   2019年３月期第１四半期 326 百万円 （△8.5％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2020年３月期第１四半期 6.27 － 

2019年３月期第１四半期 7.83 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2020年３月期第１四半期 42,337 19,312 45.6 

2019年３月期 41,628 19,244 46.2 
 
（参考）自己資本 2020年３月期第１四半期 19,312 百万円   2019年３月期 19,244 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2019年３月期 － 3.50 － 4.00 7.50 

2020年３月期 －         

2020年３月期（予想）   3.50 － 4.00 7.50 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 14,000 0.9 600 8.0 750 5.0 400 △19.6 10.48 

通期 29,000 0.1 1,250 2.1 1,530 0.8 950 △6.9 24.88 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    
 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    
 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年３月期１Ｑ 39,324,953 株 2019年３月期 39,324,953 株 

②  期末自己株式数 2020年３月期１Ｑ 1,146,318 株 2019年３月期 1,146,318 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期１Ｑ 38,178,635 株 2019年３月期１Ｑ 38,140,001 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間における日本経済は、労働環境の改善や人手不足により人件費の上昇傾向が続く中、

輸出や設備投資に鈍化傾向がみられました。また、海外経済は、米中貿易摩擦等に対する影響による景気の減速が

懸念されるなど、先行き不透明な状況の中で推移しました。 

 このような事業環境のもと、当社グループは、企業理念である『「もの」づくり、人の「くらし」を支える』を

踏まえ、社会と人々の生活に役立つことを目指し、持続的成長を続けるため、①運送体制と流通拠点の強化による

３ＰＬ物流の推進、②海外拠点の拡充を含めたグローバルな業務の強化、③不動産賃貸料等の安定収入の拡大、を

中心に営業力の強化を図るとともに、経営の効率化をより一層推進し、経費の節減に努めてまいりました。 

 また、当社グループは、持続的成長と中長期的な企業価値の向上に努め、営業収益の拡大を図るとともに、収益

性及び経営効率の観点から、「売上高経常利益率５％」、「自己資本利益率５％」を目標値として設定しておりま

す。 

 事業のセグメント別及び連結の業績は次のとおりであります。 

＜物流事業＞ 

 保管料、物流管理料、陸上運送料等の収入が増加したことにより、営業収益は前年同四半期と比べ470百万円

（7.0％）増加し、7,201百万円となりました。一方、セグメント利益は人件費、賃借料等の費用が増加したことに

より、前年同四半期と比べ３百万円（△0.8％）減少し、422百万円となりました。 

＜不動産事業＞ 

 劇場跡地のホテル事業者への賃貸及び時間貸駐車場等の運営により賃貸料が増加したものの、請負工事が減少し

たこと等により、営業収益は前年同四半期と比べ12百万円（△8.2％）減少し、138百万円となりました。一方、セ

グメント利益は前年同四半期と比べ９百万円（19.0％）増加し、59百万円となりました。 

＜連結＞ 

 上記の結果、営業収益は前年同四半期と比べ457百万円（6.7％）増加し、7,339百万円となりました。営業利益

は前年同四半期と比べ40百万円（12.8％）増加し、356百万円となりました。経常利益は前年同四半期と比べ48百

万円（11.3％）増加し、474百万円となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は投資有価証券評価損が増

加したこと等により、前年同四半期と比べ59百万円（△19.8％）減少し、239百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末の資産につきましては、投資有価証券が183百万円減少したものの、現金及び預金

が976百万円増加したこと等により、前連結会計年度末と比べ708百万円（1.7％）増加し、42,337百万円となりま

した。 

 負債につきましては、支払手形及び営業未払金が157百万円、短期借入金が196百万円、未払法人税等が187百万

円、引当金が208百万円それぞれ減少したものの、長期借入金が1,318百万円増加したこと等により、前連結会計年

度末と比べ640百万円（2.9％）増加し、23,025百万円となりました。 

 純資産につきましては、その他有価証券評価差額金が28百万円減少したものの、利益剰余金が86百万円、退職給

付に係る調整累計額が９百万円それぞれ増加したことにより、前連結会計年度末と比べ67百万円（0.4％）増加

し、19,312百万円となりました。 

 当社グループは、持続的成長へ向け、積極的な設備投資を実施する方針であります。同時に、有利子負債残高、

金利水準等に留意しながら安定的な財政状態を維持するよう努めてまいります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2019年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,805,049 4,781,507 

受取手形及び営業未収入金 6,994,328 6,820,027 

リース債権及びリース投資資産 97,429 97,145 

原材料及び貯蔵品 142,558 158,363 

その他 490,853 531,323 

貸倒引当金 △1,874 △1,816 

流動資産合計 11,528,344 12,386,550 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 10,208,532 10,198,042 

土地 8,655,399 8,738,288 

その他（純額） 1,607,412 1,602,828 

有形固定資産合計 20,471,344 20,539,158 

無形固定資産 349,730 335,474 

投資その他の資産    

投資有価証券 6,520,157 6,336,407 

リース債権及びリース投資資産 1,164,327 1,140,045 

その他 1,597,693 1,602,404 

貸倒引当金 △2,628 △2,623 

投資その他の資産合計 9,279,549 9,076,234 

固定資産合計 30,100,624 29,950,867 

資産合計 41,628,969 42,337,418 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び営業未払金 2,291,482 2,134,432 

短期借入金 3,155,569 2,959,432 

未払法人税等 244,243 56,627 

引当金 280,823 72,217 

その他 1,319,612 1,368,781 

流動負債合計 7,291,729 6,591,490 

固定負債    

長期借入金 10,475,685 11,794,202 

引当金 33,760 33,760 

退職給付に係る負債 2,280,381 2,262,377 

資産除去債務 115,016 115,547 

その他 2,188,042 2,227,894 

固定負債合計 15,092,885 16,433,781 

負債合計 22,384,615 23,025,272 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,412,524 3,412,524 

資本剰余金 2,186,693 2,186,693 

利益剰余金 13,281,941 13,368,758 

自己株式 △269,323 △269,323 

株主資本合計 18,611,836 18,698,653 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 899,171 870,578 

退職給付に係る調整累計額 △266,654 △257,086 

その他の包括利益累計額合計 632,517 613,492 

純資産合計 19,244,353 19,312,145 

負債純資産合計 41,628,969 42,337,418 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年６月30日) 

営業収益 6,881,619 7,339,571 

営業原価 6,346,325 6,762,424 

営業総利益 535,294 577,147 

販売費及び一般管理費 219,077 220,580 

営業利益 316,217 356,566 

営業外収益    

受取利息 887 124 

受取配当金 64,536 68,906 

持分法による投資利益 52,885 49,945 

助成金収入 1,760 50 

その他 6,925 10,443 

営業外収益合計 126,993 129,470 

営業外費用    

支払利息 12,669 9,321 

その他 4,080 2,132 

営業外費用合計 16,749 11,453 

経常利益 426,461 474,584 

特別利益    

固定資産売却益 3,439 3,854 

投資有価証券売却益 148 － 

特別利益合計 3,587 3,854 

特別損失    

投資有価証券評価損 1,273 88,513 

固定資産除売却損 600 5,889 

投資有価証券売却損 － 3,321 

特別損失合計 1,873 97,723 

税金等調整前四半期純利益 428,175 380,714 

法人税、住民税及び事業税 57,392 72,833 

法人税等調整額 72,132 68,349 

法人税等合計 129,524 141,183 

四半期純利益 298,650 239,531 

（内訳）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 298,650 239,531 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 13,978 △28,592 

退職給付に係る調整額 13,885 9,567 

その他の包括利益合計 27,863 △19,024 

四半期包括利益 326,514 220,506 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 326,514 220,506 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  物流事業 不動産事業 合計 

営業収益      

外部顧客への営業収益 6,730,992 150,627 6,881,619 

セグメント間の内部営業収益又は振替高 － 321 321 

計 6,730,992 150,948 6,881,940 

セグメント利益 425,795 50,244 476,040 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び

当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 476,040

全社費用及び全社営業外損益（注） △49,578

四半期連結損益及び包括利益計算書の経常利益 426,461

（注）全社費用及び全社営業外損益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び管理部門の営業外損

益であります。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  物流事業 不動産事業 合計 

営業収益      

外部顧客への営業収益 7,201,462 138,108 7,339,571

セグメント間の内部営業収益又は振替高 － 516 516

計 7,201,462 138,624 7,340,087

セグメント利益 422,427 59,790 482,217

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び

当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 482,217

全社費用及び全社営業外損益（注） △7,633

四半期連結損益及び包括利益計算書の経常利益 474,584

（注）全社費用及び全社営業外損益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び管理部門の営業外損

益であります。

 

- 5 -

東陽倉庫㈱（9306）2020年３月期 第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）


